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史跡等の指定等について 

 

 

 

 

 

 

 

文化審議会（会長 宮
みや

田
た

 亮
りょう

平
へい

）は，１１月２１日（金）に開催された同審議会文

化財分科会の審議・議決を経て，史跡名勝天然記念物の新指定２４件，追加指定等２４

件，登録記念物の新登録５件，重要文化的景観の新選定３件，追加選定等２件について，

文部科学大臣に答申しました。今回答申された史跡等の指定等の詳細については，別紙

のとおりです。 

この結果，官報告示の後に，史跡名勝天然記念物は３，１５２件，登録記念物は９３

件，重要文化的景観は４７件となる予定です。 

＜担当＞ 文化庁文化財部記念物課   

  課         長          髙  橋 

   課 長 補 佐           川  島 

   主任文化財調査官（史跡部門）      佐  藤（内線2880） 

   主任文化財調査官（名勝部門）      本  中（内線2881） 

   主任文化財調査官（天然記念物部門）  本  間（内線2883） 

  文 化 財 調 査 官（文化的景観部門） 市   原（内線3142） 

   主任文化財調査官（埋蔵文化財部門） 禰 冝 田（内線2875） 

   調 査 係            吉  野 (内線2878) 

    電話：03-5253-4111（代表） 

03-6734-2876（直通） 
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別 紙 

 

史跡名勝天然記念物                               （平成２６年１１月２１日現在） 

 

種   別 

 

現在指定件数 

 

今回答申件数 

 

合計（現在指定件数と答

申件数との合計） 新指定 解除 統合に

よる減 

 

史  跡 

(うち特別史跡) 

 

  １，７３３ 

    （６１） 

 

１３ 

（０） 

 

０ 

（０） 

 

０ 

（０） 

 

      １，７４６ 

        （６１） 

 

名  勝 

(うち特別名勝) 

 

      ３８３ 

    （３６） 

 

１０ 

（０） 

 

０ 

（０） 

 

０ 

（０） 

 

        ３９３ 

        （３６） 

 

天然記念物 

(うち特別天然記念物) 

 

  １，０１２ 

     （７５） 

 

１ 

（０） 

 

０ 

（０） 

 

０ 

（０） 

 

      １，０１３ 

         （７５） 

 

合  計 

 

 ３，１２８ 

    （１７２） 

 

２４ 

（０） 

 

０ 

（０） 

 

０ 

（０） 

 

     ３，１５２ 

      （１７２） 

（備考） 

  件数は，同一の物件につき，二つの種別に重複して指定が行われている場合（例えば，

名勝及び天然記念物など），それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

  なお，重複指定物件を１件として数えた場合， 

    現在指定件数は，  ３，０１９件 

    答申後合計件数は， ３，０４３件 です。
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登録記念物 

 

種   別 

 

現在登録件数 

 

今回答申件数 

 

合計（現在登録件数と 

答申件数との合計） 新登録 抹 消 

 

遺跡関係 

 

      ９ 

 

     １ 

 

０  

 

         １０ 

 

名勝地関係 

 

      ７３ 

 

      ４ 

 

０  

 

         ７７ 

 

動物，植物及び 

地質鉱物関係 

 

     ６ 

 

     ０ 

 

０  

           

 

         ６ 

 

  合  計 

 

    ８８ 

 

     ５ 

 

０  

 

        ９３ 

 （備考） 

  件数は，同一の物件につき，二つの種別に重複して登録が行われている場合（例えば，

遺跡関係及び名勝地関係など），それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

  なお，重複登録物件を１件として数えた場合， 

    現在登録件数は，     ８６件 

    答申後合計件数は，    ９１件 です。 

 

   

 

重要文化的景観 

 

種   別 

 

現在選定件数 

 

今回答申件数 

 

合計（現在選定件数と 

答申件数との合計） 新選定 解  除 

 

重要文化的景観 

 

    ４４ 

 

     ３ 

 

０  

 

        ４７ 
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「新指定・新登録・新選定」答申物件 

 

《史跡名勝天然記念物の新指定》 

 

 

１ 下野
し た の

谷
や

遺跡
い せ き

【東京都西東京市】 

土坑群・竪穴建物群・掘立柱建物群によって構成される直径１５０ｍの大規模な縄文時

代中期後半の環状集落。関東南部では最大級の規模を有し，その構造も明らかになってお

り，首都圏でありながら遺存状態もきわめて良好で他に例をみない。  

（関東南部では，規模・内容・遺存状態とも傑出した縄文時代中期後半の環状集落。） 

 

２ 橘樹官衙遺跡群
たちばなかんがいせきぐん

【神奈川県川崎市】 

７世紀後半の地方行政組織である 評
ひょう

の役所の成立の背景や構造，そこから郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）

へと発展する過程やその後の廃絶に至るまでの経過をたどることができる希有な遺跡。７

世紀から１０世紀の地方官衙の実態とその推移を知る上で重要。  

（橘樹
たちばな

郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）と考えられる遺跡。地方官衙の成立から廃絶までの推移を知る上で重

要。） 

 

３ 下寺尾官衙
しもてらおかんが

遺跡群
いせきぐん

【神奈川県茅ヶ崎市】 

郡庁，正倉，郡寺といった地方官衙を構成する諸施設が比較的狭い範囲に密集しており，

官衙遺跡群の全体像が把握できるとともに，その成立から廃絶に至るまでの過程が確認で

きる希有な遺跡。地方官衙の構造や立地を知る上でも重要。 

（高座
たかくら

郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）と考えられる遺跡。郡家の全体像とその変遷が判明した希有な遺跡。） 

 

４ 東京
とうきょう

湾
わん

要塞
ようさい

跡
あと

【神奈川県横須賀市】 

猿島
さるしま

砲台
ほうだい

跡
あと

 

   千代ヶ崎
ち よ が さ き

砲台
ほうだい

跡
あと

 

 明治時代，首都防衛のため陸軍によって東京湾岸一帯に築かれた要塞の遺跡。猿島砲台

は明治１７年（１８８４）に，千代ヶ崎砲台は同２８年（１８９５）にそれぞれ竣工した

沿海砲台で，我が国近代の軍事，土木・建築技術の歴史を知る上で重要。 

（明治時代，首都防衛のため陸軍によって東京湾岸一帯に築かれた要塞の遺跡。） 

 

【史跡】１３件 
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５ 加茂
か も

遺跡
い せ き

【石川県河北郡津幡町
つ ば た ま ち

】 

 河北
か ほ く

潟
がた

に面する奈良から平安時代の水陸双方の交通に関連する施設であるとともに，百

姓の管理などさまざまな機能を持った加賀
か が

郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）の出先機関である可能性が考えら

れる遺跡。当時の交通政策のみならず，地方支配の実態を知る上で重要。

（河北潟に面する奈良平安時代の交通や百姓の管理に関わる遺跡。）

 

６ 高岡
たかおか

城跡
じょうあと

【富山県高岡市】 

 慶長１４年（１６０９），加賀藩二代藩主前田利長の隠居城として築かれた近世城郭。慶

長１９年（１６１４）の利長の死後間もなく廃城となった。本丸の周囲に馬
うま

出
だし

郭
くるわ

を配する

防御性の高い構造を有し，近世初頭の城跡として重要。

（慶長１４年，加賀藩二代藩主前田利長が隠居城として築いた城跡。）

 

７ 星ヶ塔
ほしがとう

黒曜石
こくようせき

原産地
げんさんち

遺跡
い せ き

【長野県諏訪郡下諏訪町】 

 霧ケ峰北西部に位置する黒曜石原産地遺跡で，調査により縄文時代の黒曜石採掘跡が１

９３か所分布し，特に前期と晩期の採掘方法が明らかになった。採掘された黒曜石は，東

北から東海地方にかけて広域に供給されており，縄文時代の交流を考える上で重要。

（縄文時代の資源開発と流通を考える上で重要な黒曜石原産地遺跡。）

 

８ 本證寺
ほんしょうじ

境内
けいだい

【愛知県安城市】 

主要伽藍
が ら ん

を囲む内堀と，外堀で囲まれた範囲の二重の構造を成す寺院境内地。徳川家康

による三河の統一戦にあたり対立した三河一向一揆に関わる寺院として知られ，江戸時代

には三河国の触頭
ふれがしら

としての役割を担った。多くの文化財を伝えている。 

（三河一向一揆の中心寺院の一つで，二重の堀に囲まれた境内地が特徴。） 

 

９ 寺戸
て ら ど

大塚古墳
おおつかこふん

【京都府京都市・向日市】 

 京都盆地西側の向日丘陵に立地する墳長９８ｍの前方後円墳。後円部と前方部にそれぞ

れ埋葬施設が築かれ，両埋葬施設が良好に残存し，多数の副葬品が原位置を保って出土し

ている。近畿地方における前期古墳の実態を知る上で重要。 

（墳長９８ｍに達する大型前方後円墳で，近畿地方の前期古墳として重要。） 
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１０ 神
かみ

雄寺
お で ら

跡
あと

【京都府木津川市】 

奈良山
な ら や ま

丘陵の北東端に位置する８世紀中頃から９世紀初頭に営まれた山林寺院。歌の詠

唱を伴う木簡や，大量の灯明
とうみょう

皿
ざら

などが出土しており，燃
ねん

灯
とう

供養
く よ う

や悔過
け か

法要
ほうよう

等の仏教儀礼の

痕跡が残る全国的にも稀な遺跡。奈良時代の仏教の展開を考える上で重要。 

（８世紀中頃から９世紀初頭に営まれた仏教儀礼の痕跡が残る希有な山林寺院。） 

 

１１ 狭
さ

山
やま

池
いけ

【大阪府大阪狭山市】 

 飛鳥時代（７世紀）に築造されたダム式の溜め池。奈良時代の改修の記録が残り，鎌倉

時代には僧重源
ちょうげん

が改修したことで有名。発掘調査によって築造当初の堤，古代から近世の

取水施設遺構等が見つかった。我が国の土木技術の歴史上重要であり，現在も利用されて

いる貴重な事例。 

（飛鳥時代に築造され，現在まで利用が続く著名な溜め池。） 

 

１２ 高
たか

安
やす

千
せん

塚
づか

古墳
こ ふ ん

群
ぐん

【大阪府八尾市】 

 ６世紀代を中心に造営された畿内地域でも有数の大型群集墳で，２２４基が確認されて

いる。渡来系の特徴を示す遺構や遺物も多数確認され，渡来
と ら い

系
けい

集団と当時の地域社会の関

係を考える上で重要。 

（６世紀代に造営された，２２４基からなる畿内地域でも有数の大型群集墳。） 

 

１３ 中城
なかぐすく

ハンタ道
みち

【沖縄県中頭郡中城村】 

 琉球王府時代，首里城と中城城とを結んだ街道。１４世紀後半頃に整備されたと考えら

れ，１７世紀後半まで宿
しゅく

道
みち

として利用された。幕末には米国ペリー艦隊の探検隊も通過。

歴史の道整備事業が終了した新垣
あらかき

・伊舎堂
いしゃどう

両地区の道と関連遺跡を指定する。 

（琉球王府時代，首里城と中城城とを結ぶ宿道として整備された街道。） 

 

 

 

１ 袋
ふくろ

田
だ

の滝
たき

及
およ

び生
なま

瀬
せ

滝
だき

【茨城県久慈郡大子町】 

約１,５００万年前の火山
か ざ ん

角
かく

礫岩層
れきがんそう

の断崖を流れ落ちる風致の優れた二つの滝。袋田の滝

は，空海が四度（四季）にわたり瀧を訪れたとの伝承により「四度
よ ど

の滝」の異称を持つ。

徳川光圀
みつくに

，斉
なり

昭
あき

をはじめ，近代には多くの文人
ぶんじん

墨客
ぼっかく

が来訪した。 

（空海の命名伝説に始まり,近世の藩主，近代の文人墨客等が訪れた風致の優秀な滝。） 

【名勝】 １０件 
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２ 旧
きゅう

徳川
とくがわ

昭
あき

武
たけ

庭園
ていえん

（戸定
とじょう

邸
てい

庭園
ていえん

）【千葉県松戸市】 

水戸藩第１１代藩主の徳川昭武が，明治２３年（１８９０）に江戸川に臨む戸
と

定ヶ丘
じょうがおか

に

造った邸宅の庭園。主屋の南に広がる芝生地と植樹・広葉樹に覆われた簡素な意匠・構成

に加えて，江戸川・富士山を借景とするなど，明治期の庭園の特質をよく表している点で

重要。 

（明治２３年に，旧水戸藩主の徳川昭武が江戸川に臨む松戸の戸
と

定ヶ丘
じょうがおか

に造った庭園。） 

 

３ 旧
きゅう

堀田
ほ っ た

正倫
まさとも

庭園
ていえん

【千葉県佐倉市】 

最後の佐倉藩主であった堀田正倫が，明治２３年（１８９０）に旧領である佐倉に設け

た邸宅の庭園。鹿島台地縁辺部に位置し，広い芝生地を中心とし，対岸の台地を借景
しゃっけい

とす

る意匠・構成で，明治期の庭園の特質をよく表している点で重要。 

（明治２３年に，旧佐倉藩主の堀田正倫が旧領地に設けた芝生地と借景から成る庭園。） 

 

４ 懐
かい

徳館
とくかん

庭園
ていえん

（旧
きゅう

加
か

賀
が

藩
はん

主
しゅ

前
まえ

田
だ

氏
し

本
ほん

郷
ごう

本
ほん

邸
てい

庭
てい

園
えん

）【東京都文京区】 

明治後期に旧加賀藩主前田氏が東京の本郷
ほんごう

本邸内に築造し，昭和初期に東京帝国大学に

寄贈した庭園。天皇の行幸を企図した前田利嗣
としつぐ

の遺志を継ぎ，利
とし

為
なり

が西洋館・日本館・庭

園を築造した。３段の滝石組み，流れ・池泉，芝生地等に独特の意匠・構成が見られる。 

（明治後期に旧加賀藩主前田氏が築造し，昭和初期に東京帝国大学に寄贈した庭園。） 

 

５ 旧
きゅう

齋藤
さいとう

氏
し

別邸
べってい

庭園
ていえん

【新潟県新潟市】 

新潟の豪商の齋藤喜十郎が，大正６年（１９１７）から同９年に砂丘地形を利用して造

った別邸の池
ち

泉
せん

庭園。作庭には東京の渋沢栄一邸の作庭にも関わった東京根岸の庭師が携

わった。砂丘の地形・植生に基づき，地元産の石材を多用するなど，風土色を生かした庭

園として重要。 

（新潟の豪商の齋藤喜十郎が，大正６～９年に砂丘地形を利用して造った別邸の池泉庭

園。） 

 

６ 三田
み た

村
むら

氏
し

庭園
ていえん

【福井県越前市】 

越前和紙の生産・販売に携わってきた三田村氏の庭園。住宅・工房の背後に位置する築山
つきやま

泉水庭で，石組みの池泉の中央に中島を配し，周囲に飛石及び立石の石組を据える。幕末

の絵図・指図
さ し ず

との照合が可能であり，当時の形姿を伝える貴重な事例。 

（越前和紙の生産・販売に関わる三田村氏の池泉庭園で，幕末の形姿を良好に伝える。） 
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７ 水
すい

郷
きょう

柳
やな

河
がわ

【福岡県柳川市】 

明治から昭和初期の日本を代表する詩人北原
きたはら

白
はく

秋
しゅう

が，『思ひ出』に所収の詩歌をはじめ，

『水の構圖
こ う ず

』に「廃
はい

市
し

」として描き出した故郷柳河の水景の風致景観。作品に登場する沖端
おきのはた

の漁村及び旧城下を流れる主要な掘割
ほりわり

を中心として，白秋生家・並倉
なみくら

・神社境内を含める。 

（日本の代表的な詩人北原白秋の作品の源泉となった故郷柳河の水景の風致景観。） 

 

８ 旧
きゅう

藏
くら

内
うち

氏
し

庭
てい

園
えん

【福岡県築上郡築上町】 

明治中期から昭和にかけて炭鉱・鉱山の経営で財を成した藏内氏の本邸の庭園。田園の

中に広がる邸宅には，主庭の池泉庭園のほか，三つの中庭・裏庭などが造られ，各々の多

彩な意匠・構成に特質が見られる。 

（明治中期から昭和にかけて炭鉱・鉱山の経営で財を成した藏内氏の本邸の庭園。） 

 

９ 平
ひら

戸
ど

領
りょう

地
じ

方
かた

八
はっ

竒
き

勝
しょう

（平戸
ひ ら ど

八景
はっけい

）【長崎県佐世保市】 

   潜
せん

龍
りゅう

水
すい

 

   大悲観
だいひかん

 

   福石山
ふくいしやま

 

嘉永元年（１８４８）に平戸藩主松浦
ま つ ら

煕
ひろむ

が『平戸地方八竒勝図』として描かせた「平戸
ひ ら ど

往還
おうかん

（平戸街道）」沿いの八つの滝・奇岩・洞穴等から成る景勝地。日本人の風景観に大き

な影響を与えた「八景」の発展・定着の過程を示す事例として重要。第１段階として三つ

を指定。 

（平戸藩主松浦煕が『平戸地方八竒勝図』に描かせた八つの景勝地のうちの三つ。） 

 

１０ 肥後
ひ ご

領内
りょうない

名勝
めいしょう

地
ち

【熊本県上益城郡山都町・八代市・八代郡氷川町・球磨郡球磨村】 

    五
ご

郎
ろう

ガ瀧
たき

 

    聖
ひじ

リ瀧
だき

 

    走
はし

リ水
みず

ノ瀧
たき

 

    建
たて

神
がみ

ノ岩
いわ

 

    神
こう

ノ瀬
せ

ノ岩屋
い わ や

 

肥後細川藩主が，江戸の参勤時に披露するために，御抱
おかかえ

絵師
え し

の矢
や

野良
の よ し

勝
かつ

ほかに描かせた

『領内
りょうない

名勝
めいしょう

図巻
ず か ん

』の滝・洞窟・峡谷等の名勝地。当時の藩主階級の風景観を表す一群の

風景地として重要。第１段階として五つを指定。 

（肥後細川藩主が御抱絵師に描かせた『領内名勝図巻』に所収の名勝地のうちの五つ。） 
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１ 甑
こしき

島
しま

長
なが

目
め

の浜
はま

及
およ

び潟
せき

湖
こ

群
ぐん

の植物群落
しょくぶつぐんらく

【鹿児島県薩摩川内市】 

薩摩藩主島津光久が「眺めの浜」と呼んだことが由来となる
かみ

上 甑
こしき

島
しま

北部の砂
さ

州
す

の浜で，

この砂州により形成された潟湖群（海
かい

跡
せき

湖群
こ ぐ ん

）が分布している。希少な植物が分布する砂

州上の植物群落は，北から続く
な ま こ

海鼠
いけ

池，
かい

貝
いけ

池，
くわ

鍬崎
ざきいけ

池の３湖沼とともに学術上貴重である。 

（砂州で形成された潟湖群と砂州上に発達した希少な植物群落。） 

 

 

 

《登録記念物の新登録》 

 

 

１ 平
へ しき

敷屋
や せい

製
とう

糖
こう

工
じよう

場
あと

跡【沖縄県うるま市】 

昭和１５年（１９４０）に，勝連平敷屋
かつれんへしきや

地域の１１組のサーターヤー組が合併して新設

され，同１９年まで操業した製糖工場の遺跡。煉瓦造の煙突，貯水槽が現存する。沖縄の

基幹産業である製糖業に関わる遺跡。 

（昭和１５年に創設された製糖工場跡。煉瓦煙突と貯水槽が残る。） 

 

 

１ 南昌荘庭園
なんしょうそうていえん

【岩手県盛岡市】 

 明治期の盛岡において活躍した政財界の著名人の邸宅の庭園。主屋・池泉・植栽等に当

時の空間構成を残し，池泉周遊と主屋からの着座鑑賞という異なる観賞方法に基づく独特

の空間構成を持つ。盛岡地方の造園文化の発展に寄与してきた意義深い事例。 

（明治期の盛岡において活躍した政財界の著名人の邸宅の庭園。） 

 

２ 旧
きゅう

成
なり

清
きよ

博
ひろ

愛
え

別
べっ

邸
てい

庭
てい

園
えん

（的
てき

山
ざん

荘
そう

庭
てい

園
えん

）【大分県速見郡日出町】 

大正初期に馬上
ばじょう

金山
きんざん

の経営者の成清博愛が構えた別邸の庭園。海に臨む傾斜地を利用し，

別府湾と高崎山を借景とする。芝生地にコンクリート造の池泉・流れもある。独特の庭園

の意匠・構成が見られ，別府地方の造園文化の発展に寄与してきた意義深い事例。 

（大正初期に馬上金山の経営者の成清博愛が構えた別邸の庭園。） 

 

 

 

【遺跡関係】 １件 

【名勝地関係】 ４件 

【天然記念物】 １件 
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３ 旧報恩寺
きゅうほうおんじ

庭
てい

園
えん

【宮崎県日南市】 

飫
お

肥
び

藩主の菩提寺に造られた庭園。明治初期に寺は廃絶し，現在は神社となっている。

社殿中軸の南に位置する庭園は，斜面地の岩盤及び池泉から成る。斜面地には，立石及び

３連の石橋を配置する。近世の南九州地方の造園文化の発展に寄与してきた意義深い事例。 

（飫肥藩主の菩提寺に造られた池泉庭園で，背後の岩盤傾斜面に３連の石橋を架ける。） 

 

４ 旧
きゅう

伊
い

東
と う

伝
で ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

庭
て い

園
え ん

【宮崎県日南市】 

飫肥藩主の親族で代々家老職を務めた伊東氏の邸宅の庭園。敷地角に沿って築山を造り，

枯滝・枯流れ・石組，ソテツの植栽などを配する点に特徴がある。近世の南九州地方の造

園文化の発展に寄与してきた意義深い事例。 

（飫肥藩主の親族で代々家老職を務めた伊東氏の邸宅に造られた庭園。） 

 

 

 

《重要文化的景観の新選定》 

 

 
 

１ 小菅
こ す げ

の里
さと

及
およ

び小菅山
こすげさん

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

【長野県飯山市】 

修験道の中心地であった小菅山及びその参道沿いに展開した計画的な地割を示す景観地

であり，カワ又はタネと称する池など特徴的な水利を伴う生活生業によって形成された文

化的景観。 

（修験道の中心地であった小菅山及びその参道沿いに展開した集落の景観地。） 

 

２ 大溝
おおみぞ

の水辺
み ず べ

景観
けいかん

【滋賀県高島市】 

中・近世に遡る大溝城及びその城下町の空間構造を現在も継承する景観地で，琵琶湖及

び内湖の水又は山麓の湧水を巧みに用いて生活・生業を営むことによって形成された景観

地。 

（中・近世に遡る大溝城及びその城下町の空間構造を現在も継承する景観地。） 

 

 

 

【重要文化的景観】 ３件 
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３ 三角
み す み

浦
うら

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

【熊本県宇城市】 

三角ノ瀬戸の風光明媚な土地に発達した保養都市と，天草諸島及び九州本島等を結ぶ交

通の要衝で，特に近代の築港及び計画的市街地の建設により発展した港湾都市という二つ

の都市機能が複合した景観地。 

（保養都市機能及び特に近代以降に大きく発展した港湾都市の機能が複合した景観地。） 
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史跡等の指定等 
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《 史跡の新指定 》 １３件 

 

１ 下野
し た の

谷
や

遺跡
い せ き

【東京都西東京市】 

下野谷遺跡は，土坑群・竪穴
たてあな

建物
たてもの

群・掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

群から構成される直径１５０ｍの大規

模な環状
かんじょう

集落
しゅうらく

である。墓と考えられる土坑群が東西７０ｍ，南北５０ｍの範囲で中央部

に密集し，それを取り囲むように竪穴建物群が環状に，さらに，掘立柱建物群は環状集落

の西側に土坑群と竪穴建物群に挟まれるように細長く半円形にそれぞれ配置される。 

また，下野谷遺跡から谷を挟んだ東側には，ほぼ同時期に属する環状集落が近接する。

これは下野谷遺跡の東集落ともいうべきもので，両者は密接な関係性を有した双環状
そうかんじょう

集落

になると考えられる。 

縄文時代中期の環状集落は関東甲信越に広く分布する。そのなかでも，関東南部の武蔵

野台地と多摩丘陵の環状集落群は，長野県の八ヶ岳
やつがたけ

南麓の環状集落に次ぐ密集度を有し，

中規模河川ごとに縄文時代中期の大規模で拠点的な環状集落が，数キロメートルの間隔で

密集する。これらの中にあって，下野谷遺跡は規模・内容とも傑出した存在であるととも

に，遺存状態も極めて良好である。特に，開発が著しい首都圏において，これほど遺存状

態の良好な環状集落は他に例をみない。 

 

２ 橘樹官衙遺跡群
たちばなかんがいせきぐん

【神奈川県川崎市】 

標高約４０ｍの多摩丘陵の頂部に立地する武蔵
む さ し

国
のくに

橘樹
たちばな

郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）正倉
しょうそう

跡
あと

と考えられ

る千年
ち と せ

伊勢山
い せ や ま

台
だい

遺跡と 評
ひょう

の役所の施設の可能性のある掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物跡なども検出された

郡寺
ぐんでら

跡
あと

である影
よう

向寺
ご う じ

遺跡からなる。千年伊勢山台遺跡では，評の役所の成立直前から郡家

正倉廃絶に至る４時期の変遷が確認された。遺跡は７世紀後半に大壁
おおかべ

建物
たてもの

が造られること

を契機に，７世紀後半から８世紀には，規則性をもって配置された総柱
そうばしら

建物４棟と側柱建

物６棟が造られ，８世紀前半には，建物の主軸をほぼ真北にそろえる少なくとも１３棟の

総柱建物が造られる。これらの建物は９世紀中頃には廃絶しており，評と郡の正倉の構造

の違いや，本格的な郡家正倉へ整えられていく様子がうかがえる。 

郡寺は，７世紀後半から８世紀前半に創建され，８世紀中頃には塔
とう

の造営と金堂
こんどう

の改修

が行われ，１０世紀初頭まで補修が行われていたことが確認されている。出土瓦などから，

南武蔵の中心的な寺院であったと考えられる。 

地方官衙の成立から廃絶に至るまでの経過をたどることができる希有な遺跡であり，そ

の成立の背景や構造の変化の過程が判明するなど，７世紀から１０世紀の官衙の実態とそ

の推移を知る上で重要である。 
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３ 下寺尾官衙
しもてらおかんが

遺跡群
いせきぐん

【神奈川県茅ヶ崎市】 

小出川を望む標高約１３ｍの相模原台地頂部に位置する相模
さ が み

国
のくに

高座
たかくら

郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）と考え

られる下寺尾官衙遺跡（西方遺跡）と台地の南裾に位置する下寺尾廃寺
は い じ

跡
あと

（七堂
しちどう

伽藍
が ら ん

跡
あと

）

からなる。遺跡の西側では８世紀後半から９世紀前半にかけての船着き場と祭祀場が検出

され，寺跡の南東でも祭祀場
さいしじょう

が検出されているなど，高座郡家に関連する施設が，相模原

台地を中心とする比較的狭い範囲に集中していることが確認されている。 

郡庁
ぐんちょう

は７世紀末から８世紀前半に成立し，四面廂付
しめんびさしつき

の掘立柱建物である正殿
せいでん

と，脇
わき

殿
でん

，

後
こう

殿
でん

から成っていたものが，８世紀中頃に改変され９世紀前半に廃絶する。正倉は，郡庁

後殿から約１００ｍの空閑地を挟み，台地の北縁に沿って４棟検出されているが８世紀中

頃には廃絶している。下寺尾廃寺跡は，郡庁南西の台地裾の低地に位置する。掘立柱塀に

よる方形の区画の東側北寄りに金堂，西側の中央付近に講堂と考えられる建物を置く伽藍

は７世紀後半の創建と考えられ，８世紀中頃以降に大きく改変され，９世紀後半に廃絶す

る。 

官衙遺跡の全体像が把握できるとともに，その成立から廃絶に至るまでの過程が確認で

きる希有な遺跡であり，地方官衙の構造や立地を知る上でも重要である。 

 

４ 東京
とうきょう

湾
わん

要塞
ようさい

跡
あと

【神奈川県横須賀市】 

猿島
さるしま

砲台
ほうだい

跡
あと

 

千代ヶ崎
ち よ が さ き

砲台
ほうだい

跡
あと

 

東京湾要塞跡は，明治時代，首都東京と横須賀軍港等を防衛するため，東京湾岸一帯に

築かれた陸軍要塞の遺跡である。このうち猿島砲台跡は，横須賀市の横須賀新港沖合い１．

７ｋｍの猿島に所在する。明治１４年（１８８１）１１月起工，同１７年６月竣工した，

要塞最初期の砲台である。島内には，砲座，砲側
ほうそく

弾薬庫，棲息
せいそく

掩蔽部
えんぺいぶ

等の砲台施設，砲台

間を連絡する煉瓦造隧
れんがぞうずい

道
どう

，隧道内の二層構造の弾薬元庫，電気灯機関舎（木造
もくぞう

小屋組
こ や ぐ み

，煉瓦造
れんがぞう

平屋建て），送電施設，布積
ぬのづみ

の海岸護岸等の施設が良好に残る。また，千代ヶ崎砲台跡は，

同市東端部，浦賀湾口の南岸の丘陵上に位置する。明治２５年（１８９２）起工，同２８

年に竣工した砲台である。南北の直線上に１砲座
ほ う ざ

２砲
ほう

床
しょう

の３砲座が配置され，砲座は西側

に平行して存在する塁
るい

道
どう

と地下交通路で連絡し，塁道―砲座間の地下には砲側弾薬庫，

掩蔽部
えんぺいぶ

，貯水所などの地下施設が付帯する。このように，猿島・千代ヶ崎両砲台跡は，明

治時代，東京湾防衛のため西洋の築城技術を導入して築城された東京湾要塞を構成する砲

台跡である。築造当初の姿を良好にとどめ，我が国近代の軍事，築城技術の具体的様相を

理解するうえで重要である。 
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５ 加茂
か も

遺跡
い せ き

【石川県河北郡津幡町】 

河北
か ほ く

潟
がた

と宝
ほう

達
だつ

山脈とに挟まれた平野部に位置し，加賀国・越中国・能登国の境界付近に

あたり，遺跡の東端付近を北陸道
ほくりくどう

駅
えき

路
ろ

が通過している。平成１２年の調査では，駅路側溝
そっこう

に

連結する大溝から百姓の心得を記した加賀郡牓示
ぼ う じ

札
ふだ

をはじめとする複数の木簡が出土し注

目を集めた。河北潟につながる東西方向の南北２本の大溝に沿って，倉庫をはじめとする

複数の掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物や仏堂跡が検出されている。 

駅路の敷設と廃絶時期が南北二つの大溝周辺の掘立柱建物群の成立時期と廃絶時期に合

致すること，二つの大溝は遺跡と河北潟を結ぶ運河としての機能が考えられ，大溝の岸に

沿って倉庫群が造られていることなどから，この遺跡は日本海の海上交通と北陸道駅路を

用いた物資の運搬に関わる公的な性格が考えられる。また加賀郡牓示札等の出土木簡から

は，百姓の管理のための施設や剗
せき

としての機能も有していたことが推測される。 

水陸双方の交通に関連する施設であるとともに，百姓の管理などさまざまな機能を持っ

た加賀
か が

郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）の出先機関である可能性が考えられ，奈良時代から平安時代の交通政

策のみならず，地方支配の実態を知る上で重要である。 

 

６ 高岡
たかおか

城跡
じょうあと

【富山県高岡市】 

高岡城跡は，加賀藩主を隠居した前田利
とし

長
なが

が，自らの新たな隠居城として，また，加賀

藩の東の拠点として，慶長１４年（１６０９）に築城した城跡であり，富山県高岡市の中

心部，小矢部
お や べ

川
がわ

と庄川
しょうがわ

とに挟まれた高岡台地上に位置する。利長は慶長１０年（１６０５）

家督を弟利
とし

常
つね

に譲った後も利常の藩政を支えていたが，同１４年（１６０９）居城である

富山城が焼失したため，新たな居城として高岡城を築造した。同１９年に利長が没し，翌

元和元年（１６１５）一国一城令により高岡城は廃城となったが，その後も藩の米蔵，塩

蔵が置かれ，維持管理された。明治維新後は公園として整備されて今日に至った。城の規

模は長辺６４８ｍ，短辺４１６ｍ，その縄張
なわばり

は「聚
じゅ

楽第型
らくだいがた

」とも呼ばれるもので，中央に

巨大な本丸を設け，西側を除く外側の３面に整然と馬
うま

出
だし

郭
ぐるわ

を配する点に特徴があり，周囲

に堀を巡らし，各郭の形状は直線的な方形を基調とする。高岡市教育委員会による発掘調

査によって，本丸御殿に関わる礎石や石組み遺構を検出する等，遺構が良好に遺存してい

ることが確認された。近世初頭の政治・軍事の状況や築城技術を知る上で重要である。 

 

７ 星ヶ塔
ほしがとう

黒曜石
こくようせき

原産地
げんさんち

遺跡
い せ き

【長野県諏訪郡下諏訪町】 

星ヶ塔黒曜石原産地遺跡は，霧ケ峰山塊北西部に位置する星ヶ塔山の東斜面に広がる。

大正９年（１９２０）の鳥居
と り い

龍蔵
りゅうぞう

の調査により，黒曜石原産地遺跡であることが明らかに



15 

 

され，昭和３４年（１９５９）から同３６年の藤森栄一による調査により縄文時代の採掘

跡であることが明らかになった。平成９年（１９９７）から同２５年にかけて，下諏訪町

教育委員会により，発掘調査等が実施され，約３万５千㎡の範囲に縄文時代の黒曜石採掘

跡が１９３か所分布していることが明らかになった。縄文時代前期には，鹿角
ろっかく

等と想定さ

れるピック状の道具で，流
りゅう

紋岩
もんがん

を掘り崩して黒曜石原石を採掘し，原石の状態で持ち出さ

れたことが明らかになった。縄文時代晩期には，地下の黒曜石岩脈を敲
たたき

石
いし

で採掘し，剥片
はくへん

剥離
は く り

を行って，石核や剥片の状態で持ち出したことが明らかになった。このように，各時

期の採掘方法と石材の搬出状態が明らかにされ，原産地遺跡と消費遺跡を結び付る成果が

得られた。星ヶ塔黒曜石原産地遺跡に産出する黒曜石は，自然科学的な手法による産地推

定分析により，関東，中部を中心に，東北から東海地方までという極めて広域に供給され

たことが明らかにされている。星ヶ塔黒曜石原産地遺跡は，縄文時代の交流の実態や社会

の構造を考える上で欠くことができない重要な遺跡である。 

 

８ 本證寺
ほんしょうじ

境内
けいだい

【愛知県安城市】 

本證寺境内は，三河一向一揆（永禄６年〈１５６３〉から同７年）にあたり，家康と敵

対した中心寺院のひとつである本證寺の境内地である。本證寺は鎌倉時代後期の創建とさ

れ，一揆収束後は，家康による一向宗の改宗命令を拒否したことにより，主要堂宇
ど う う

は破却

され，坊主衆も国外退去となったと伝えられる。天正１３年（１５８５）の赦免後，慶長

７年（１６０２）の本願寺の東西分派の際には，東本願寺方につき，中本山
ちゅうほんざん

の位置づけを

与えられ，三河国の触頭としての役割も担った。 

本證寺境内は，本堂と庫裏を囲む内堀と，東西約３２０ｍ，南北約３１０ｍの規模の外

堀からなる二重の構造を成すことが，安城市教育委員会による発掘調査や地籍図等の分析

から明らかとされている。堀は土塁を伴い，戦国期（１６世紀前半）に遡るものである。 

本證寺境内は，徳川家康が三河を統一する画期となった三河一向一揆に関わる寺院境内

地として重要であるとともに，浄土真宗寺院の伽藍の在り方をはじめ，我が国の仏教信仰

の在り方を知る上で重要である。 

 

９ 寺戸
て ら ど

大塚古墳
おおつかこふん

【京都府京都市・向日市】 

 寺戸大塚古墳は京都盆地の西側を流れる桂川右岸の向日丘陵上に立地する。墳長９８ｍ

の前方後円墳で，後円部直径５８ｍ，前方部長４４ｍ，前方部２段，後円部３段築成であ

る。外表施設としては葺
ふき

石
いし

のほか，円筒
えんとう

埴輪
は に わ

などが墳丘各所に配列されている。 

 埋葬施設は後円部頂と前方部に１基ずつ確認されている。後円部頂に円礫による方形壇
ほうけいだん
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があり，その下に２段墓坑が設けられ，竪穴式石室が構築されていた。石室の粘土棺
かん

床
しょう

上

に割
わり

竹形
たけがた

木棺
もっかん

が納められ，一部盗掘を受けてはいたものの，三角
さんかく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

や，玉類，石釧
いしくしろ

，

鉄
てっ

刀
とう

，鉄
てっ

剣
けん

，鉄製農工具などが出土した。前方部でも２段墓坑の中に竪穴式石室が構築さ

れており，粘土棺床上に刳抜
くりぬき

式木棺が納められていた。そこから三角縁神獣鏡や玉類，碧玉
へきぎょく

製品，銅
どう

鏃
ぞく

，鉄
てつ

鏃
ぞく

，鉄
てっ

刀
とう

，鉄
てっ

剣
けん

，鉄製農工具等が出土した。これらの副葬品や埴輪の製作

年代から，寺戸大塚古墳は４世紀前半に築造されたと推定される。 

 寺戸大塚古墳は近畿地方における前期古墳の重要事例であるとともに，後円部及び前方

部の埋葬施設が良好に残存している数少ない事例である。両埋葬施設の副葬品の多くが原

位置を留めて出土しており，当該時期の葬送儀礼を考える上で貴重な事例である。 

 

１０ 神
かみ

雄寺
お で ら

跡
あと

【京都府木津川市】 

神雄寺跡は，木津と奈良の平野部を画する奈良山
な ら や ま

丘陵の北東端に位置する８世紀中頃か

ら９世紀初頭に営まれた山林寺院である。発掘調査の結果，天神山
てんじんやま

丘陵南斜面に，流路と

建物５棟，井戸１基などが検出された。丘陵裾部には平坦面を造成して，須
しゅ

弥壇
み だ ん

をもつ礎石
そ せ き

建
だ

ちの小型の仏堂と方一間の小型の多重塔
たじゅうとう

もしくは多宝塔
たほうとう

が建てられた。谷部には，仏堂

と中心軸を合わせて東西３間，南北２間の掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物の礼堂
らいどう

及び流路が配置された。これ

らの建物は８世紀中葉に建立され，塔のみが１０世紀まで存続したが，他は９世紀初頭ま

でには廃絶した。谷部の流路からは，５，０００点以上の灯明
とうみょう

皿
ざら

，少なくとも上二句が『万

葉集』に所収されたものと一致する歌が書かれた歌木簡，楽器，彩釉
さいゆう

山水陶器，緑釉及び

三彩陶器，墨書土器などが出土した。これらの遺物からは，歌の詠唱を伴う儀式や燃
ねん

灯
とう

供養
く よ う

，

悔過
け か

法要
ほうよう

などの仏教儀礼が行われたと考えられる。また流路からは，神雄寺と書かれた墨

書土器が多数出土し，文献には認められないが，寺の名称は「神雄寺」であり，「かみお

でら」のほか「かんのうでら」，「かんのうじ」，「じんゆうじ」，「かむのをでら」な

どと呼ばれていたと考えられる。神雄寺跡は遺構と遺物が良好に遺存しており，そこで行

われた仏教儀礼の在り方を知ることができる全国的にも稀な寺院跡であり，奈良時代の仏

教の展開を考える上でも重要な遺跡である。 

 

１１ 狭
さ

山
やま

池
いけ

【大阪府大阪狭山市】 

 狭山池は，飛鳥時代に築造された灌漑用の溜め池である。大阪府南部の大阪狭山市の中

央部に位置し，丘陵間の谷を堰き止め築造された。狭山池の改修に関わる確実な記録は８

世紀以降であり，奈良時代の行基
ぎょうき

，鎌倉時代初頭の重源
ちょうげん

，慶長１３年（１６０８）の片桐
かたぎり

且元
かつもと

の改修等が知られる。近代以後も継続して利用され，大正末年・昭和初年（１９２６）
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及び昭和６３年（１９８８）から平成１４年（２００２）の二度の改修を経て，現在に至

った。平成の改修に伴う発掘調査の結果，敷
しき

葉
は

工法による飛鳥時代及び奈良時代の堤や，

鎌倉時代から近世・近現代までの盛土等を検出し，堤
つつみ

断面
だんめん

層序
そうじょ

と出土木
もく

樋
ひ

等の遺物，文献

から改修の履歴が判明した。特に下層東樋
ひがしひ

の木
もく

樋
ひ

は推古天皇２４年（６１６）の伐採と判

明し，狭山池築造が飛鳥時代に遡ることが確実となった。また，重源
ちょうげん

狭山
さ や ま

池
いけ

改修
かいしゅう

碑
ひ

も出

土している。このように，狭山池は，飛鳥時代に築造され，その後各時代の改修を経なが

ら今日まで利用が継続している灌漑用溜め池である。発掘調査によって築造の工法，歴史

的変遷も明らかとなり，飛鳥時代の木
もく

樋
ひ

をはじめとする貴重な遺物も出土した。我が国古

代以来の土木技術の歴史を理解する上で重要である。 

 

１２ 高
たか

安
やす

千
せん

塚
づか

古墳
こ ふ ん

群
ぐん

【大阪府八尾市】 

 大阪府八尾市に位置する高安千塚古墳群は，生駒山系の高安山麓に造られた６世紀代を

中心とした大型群集墳で，２２４基が確認されている。谷筋によって北から大窪
おおくぼ

・山畑
やまたけ

支群
し ぐ ん

，

服部
はっとり

川
がわ

支群，郡
こおり

川北
がわきた

支群，郡
こおり

川南
がわみなみ

支群の４つの支群に分けることができる。明治時代に

はモースやガウランドによって調査されるなど，日本考古学の創世期に大きな役割を果た

した学史的に著名な古墳群でもある。 

この古墳群は６世紀から７世紀前半にわたって造営され，最も多く古墳が築造されたの

は６世紀後半である。ほぼ全てが円墳で，埋葬施設は横穴式石室であるが，造墓開始期に

はドーム状天井の石室が認められるとともに，韓式
かんしき

系
けい

土器やミニチュア炊飯
すいはん

具
ぐ

といった副

葬品の出土など，渡来
と ら い

系
けい

集団との関わりがうかがえる。 

こうした状況から，高安千塚古墳群の麓に広がる河内平野に居住した渡来系集団と地域

社会との関係をうかがうことができる古墳群であり，我が国の古代国家形成過程を考える

上で，欠くことのできない重要な古墳群である。 

 

１３ 中城
なかぐすく

ハンタ道
みち

【沖縄県中頭郡中城村】  

ハンタ道は，首里を起点として西原間
にしはらま

切
ぎり

の幸
こう

地
ち

グスクを通り沖縄本島の東側を北上し，

中城間切の新垣
あらかき

グスク・中城城を経て，勝連間
かつれんま

切
ぎり

の勝連城に至る琉球王府時代の街道で，

首里・中城
なかぐすく

・勝連
かつれん

の各城を結ぶ最短ルートである。「ハンタ道」とは崖沿いの道の意味で

ある。中城城の主要部が築かれた１４世紀後半までに整備されたものと考えられ，１５世

紀後半以降は中頭方
なかがみほう

東海道
とうかいどう

の道筋となり，間
ま

切
ぎり

間を結ぶ宿
しゅく

次
つぎ

の道（宿
しゅく

道
みち

）として機能し

た。その後，１７世紀後半以降，宿道としての機能を終え，それ以後は地域の集落や間切

をつなぐ生活道として利用された。１８５３年には，米国ペリー艦隊の探検隊がハンタ道
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を使用している。今回，中城村教育委員会が実施した歴史の道整備事業の成果に基づき，

新垣地区と伊舎堂
いしゃどう

地区のハンタ道及び関連遺跡の保存を図る。新垣地区では，約３３０ｍ

分の道が良好に残り，１５世紀頃と近世の二時期の石敷きも見つかった。沿道には集落遺

跡，集落を守る新垣グスク，ペリー探検隊が休息した地点が残る。また，伊舎堂
いしゃどう

地区
ち く

では，

約２５０ｍ分の道が良好に残るほか，神事を司ったノロの添
そえ

石
いし

ヌンドゥンチの墓も所在す

る。このように，中城ハンタ道は，１４世紀後半頃には整備され，首里から中城城を経て

勝連城までを結ぶ主要道として，また１５世紀後半以降は中頭方東海道として機能した道

であり，往時を偲ぶ道路が良好に残存し，沿道には関連遺跡も残っている。琉球における

交通の歴史を理解する上で重要である。 

 

 

《 名勝の新指定 》 １０件 

 

１ 袋
ふくろ

田
だ

の滝
たき

及
およ

び生
なま

瀬
せ

滝
だき

【茨城県久慈郡大子町
だいごまち

】 

関東地方北部の久慈川中流の支流である滝川が，東方の生瀬盆地から西方の低地へと流

れ落ちる渓谷の二つの滝である。約１，５００万年前の火山
か ざ ん

角
かく

礫岩
れきがん

層の大きな節理
せ つ り

・断層

に沿って河水が流れ落ち，西方の 凝
ぎょう

灰質
かいしつ

砂岩
さ が ん

層
そう

等を浸食することにより形成された。 

袋田の滝は４段から成り，総高７８．６ｍ，最大幅５０．７ｍ。「四度
よ ど

の滝」の異称を持

ち，弘法大師空海が「四度（四季）」にわたり滝を訪れたことに由来すると伝わる。近世に

は水戸藩主が領内巡検の途上に訪れ，徳川光圀
みつくに

，治
はる

紀
とし

，斉
なり

昭
あき

も滝の秋景を和歌に詠んだ。

近代には，大町
おおまち

桂
けい

月
げつ

・長塚
ながつか

節
たかし

など数多の文人が袋田の滝の風景を詠った詩歌を残し，昭和

２年（１９２７）の「日本二十五勝」にも選ばれた。こうして，袋田の滝は名実ともに日

本を代表する名瀑として知られるようになった。また，生瀬滝にはこの地を拓いた大太坊

（ダイタンボウ）にまつわる民話が伝わり，長らく地域の人々に親しまれてきた。 

濃灰色の岩盤上に白布を引き流したように見える二つの滝は，右岸の屏風岩，左岸の天

狗岩とともに緑樹・紅葉に彩られた優秀な風致を誇り，四季を通じて見る者を魅了し多く

の芸術作品に描かれてきたことから，観賞上の価値及び学術上の価値は高い。 

 

２ 旧
きゅう

徳川
とくがわ

昭
あき

武
たけ

庭園
ていえん

（戸定
とじょう

邸
てい

庭園
ていえん

）【千葉県松戸市】 

下総台地の最西端にあたり，江戸川とその左岸の低地に臨む松戸の戸
と

定ヶ丘
じょうがおか

の突端には，

徳川幕府第１５代将軍徳川慶喜
よしのぶ

の異母弟で水戸藩最後の第１１代藩主であった徳川昭武

（１８５３～１９１０）の邸宅とその庭園がある。戸定邸と呼ばれた邸宅とその庭園は，
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西方に広がる江戸川の川面を近景として，その遥か彼方に富士山をも遠望できる立地を活

かし，主屋の南の緩やかに起伏する芝生地とその縁辺を彩る一群の植樹，西側の傾斜面の

常緑・落葉広葉樹を中心とする豊かな樹叢などから成る風致に富んだ景観構成を持つ。 

昭武は隠居した後の明治１７年（１８８４）から同１９年に居宅の建築，明治２３年頃

には庭園を含む敷地全体の造作をそれぞれ完了した。昭武が亡くなった明治４３年（１９

１０）以降は次男の武
たけ

定
さだ

が邸宅・庭園を譲り受け，第二次世界大戦後の昭和２６年（１９

５１）に松戸市に寄贈した。その間，昭武が手掛けた敷地の主たる地割に大きな変更が加

わることはなく，築造当初の庭園の意匠・構成の特質は今日に至るまで良好な状態を維持

し続けてきた。 

借景を主体とする簡素で平明な意匠・構成は同時代の庭園の特質をよく表しており，芸

術上の価値及び日本庭園史における学術上の価値は高い。 

 

３ 旧
きゅう

堀田
ほ っ た

正倫
まさとも

庭園
ていえん

【千葉県佐倉市】 

旧堀田正倫庭園は佐倉
さ く ら

城跡
じょうあと

の東方，鹿島
か し ま

台地の縁辺部に位置する。明治２３年（１８９

０）７月，最後の佐倉藩主であった堀田正倫は旧所領地である佐倉に屋敷を完成させた。 

主屋は木造平屋建て（一部２階建て）で，和風建築として貴重かつ重要であり，配置が工

夫されている。庭園の設計は著名な庭師である珍
ちん

珠
じゅ

園
えん

伊藤彦
いとうひこ

右
え

衛門
も ん

が担当し，普請
ふ し ん

関係文

書も残されており貴重である。 

主屋の周りには庭木をはじめ燈
とう

籠
ろう

・手水
ちょうず

鉢
ばち

・景
けい

石
せき

などを設
しつら

えて和風の庭園とし，建築と

の調和を図っている。その外側には広い芝生地を設け，園遊会などに用いた。庭園は尾根

状台地及び谷津という当該地域の地形を利用することによって眼下の水田及び高崎川，対

岸の台地を借景として取り入れた。 

旧堀田正倫庭園は明治期に旧藩主が旧所領地に戻って造営した邸宅の庭園であり，主屋

とともに造営の実態を知ることができ，芝生地を主体とし対岸の台地などを借景としたこ

とで地形を活かした独特の景観を呈するなど，芸術上の価値及び日本庭園史における学術

上の価値は高い。 

 

４ 懐
かい

徳館
とくかん

庭園
ていえん

（旧
きゅう

加
か

賀
が

藩
はん

主
しゅ

前
まえ

田
だ

氏
し

本
ほん

郷
ごう

本
ほん

邸
てい

庭
てい

園
えん

）【東京都文京区】 

東京大学本郷構内の南西隅には，同学の迎賓施設である木造和風建築の懐徳館が建ち，

その南に明治後期の旧加賀藩主前田氏本郷本邸に起源を持つ庭園が広がる。昭和３年（１

９２８）に前田氏は敷地を大学に寄贈し，昭和１０年に大学は庭園に臨んで建っていた日

本館と西洋館のうち西洋館に懐徳館と命名した。現在の懐徳館は，第二次世界大戦により
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焼失した日本館の一部を模して昭和２６年に再建した木造建築であるが，同じく焼失した

西洋館の名称を受け継いだものである。 

第１５代前田利嗣
としつぐ

は明治天皇の行幸を願って敷地南半部の改築を決定し，その遺志を継

いだ第１６代利
とし

為
なり

は明治３８年（１９０５）から同４０年に日本館・西洋館を建造し，同

４３年の行幸の直前に庭園を築造した。現在の庭園は敷地南端を占める円錐形の築山の頂

部から北東斜面・裾部にかけて滝石組み・流れ・池泉が巡り，敷地北半を芝生地と懐徳館

の木造建築が占める。 

築造当初の遺風及び意匠の特質が伝わり，明治後期から大正期にかけての日本庭園に共

通する特質を持つのみならず，江戸時代の旧藩主が近代の東京の都心に築造した庭園の遺

存例としても貴重であり，芸術上の価値及び近代日本庭園史における学術上の価値は高い。 

 

５ 旧
きゅう

齋藤
さいとう

氏
し

別邸
べってい

庭園
ていえん

【新潟県新潟市】 

江戸時代に新潟の清酒問屋であった齋藤氏は，近代以降，海運業・銀行業などを通じて

新潟を代表する新興実業家に成長を遂げた。第４代の齋藤喜
き

十郎
じゅうろう

は，大正６年（１９１７）

から同９年に新潟砂丘の東南縁辺部にあった旧料亭の敷地を入手して別邸を営み，開放的

な和風建築を中心に砂丘地形を利用した独特の意匠・構成の庭園を築造した。作庭の実務

には，東京根岸の庭師で，飛鳥山
あすかやま

の渋沢栄一邸の庭園をも手掛けた第２代松本幾次郎と弟

の松本亀吉が関わった。 

庭園のうち，特に主屋北側の主庭は，地形の高低差を活かして造った池泉庭園及び 松
しょう

鼓
こ

庵
あん

を中心とする茶庭から成る。傾斜面に広がる松林の随所に楓樹
ふうじゅ

を配して自然風の疎林を

造り，総高約３．８ｍの石組み大滝の周辺を中心に山間の深い渓谷の風致を醸し出すなど，

全体の意匠・構成は優れている。また，阿賀野川の上流域で採石した石材を多用し，主屋

縁先の蹲踞
つくばい

には佐渡
さ ど

赤
あか

玉石
だまいし

を据えるなど，地域に固有の石材を多用する点も注目できる。 

大正期における港町・商都新潟の風土色豊かな庭園の事例として優秀な風致を伝えるこ

とから，芸術上の価値及び近代日本庭園史における学術上の価値は高い。 

 

６ 三田
み た

村
むら

氏
し

庭園
ていえん

【福井県越前市】 

福井の武生
た け ふ

盆地の東方山麓にあたる今立
いまだて

五箇
ご か

地区
ち く

は，中世後期から高品質を誇る越前和

紙の生産地として著名であり，その中でも近世初頭より和紙の生産・販売に関する権益・

地位を独占してきたのが三田村氏である。現在の三田村氏の住宅・工房の背後にあたる敷

地北半部には，築山・滝石組み・中島などから成る池泉庭園が伝わる。 

東西約３０ｍ，南北約２５ｍの庭園の中央に中島を擁する石組みの池泉があり，庭園の
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北辺から東辺にかけて高さ約２ｍの築山が巡る。西岸の主屋縁先の飛び石及び南岸の園路

を伝い歩くことにより，北岸中央に石で組んだ高低差約９０ｃｍの滝をはじめ，北西岸付

近の築山の斜面に組んだ立石を中心とする景
けい

石
せき

群など，変化に富んだ築山泉水庭の景致を

望むことができるほか，庭外には標高３２６ｍの大徳山
だいとくさん

を展望することもできる。また，

明治４年（１８７１）の写本とされる彩色
さいしき

鳥瞰図
ちょうかんず

に描く庭園の形姿からは，現在の庭園が

幕末の状態を継承していることが判る点でも貴重である。 

地形及び建築配置を活かした独特の意匠・構成が幕末の絵図資料とも照合できることか

ら，芸術上の価値及び日本庭園史における学術上の価値は高い。 

 

７ 水
すい

郷
きょう

柳
やな

河
がわ

【福岡県柳川市】 

筑後川の河口付近にあたり，沖端
おきのはた

川
がわ

が有明海へと注ぐ低地には，多くの童謡の作詞で知

られ，明治期から昭和初期にかけての日本の代表的な詩人として名高い北原
きたはら

白
はく

秋
しゅう

（本名 隆
りゅう

吉
きち

，１８８５～１９４２）の故郷柳河とその周辺の漁村が広がる。白秋の生家が残る沖端
おきのはた

の漁村及び若き日を過ごした柳河の旧城下の界隈を縦横に巡る掘割
ほりわり

の水面，それらに臨ん

で深い影を落とす三柱
みはしら

神社
じんじゃ

・水
すい

天宮
てんぐう

などの神社境内の樹叢，水面との緊密なつながりを持

つ敷地構成・風致に特質がある白
はく

秋
しゅう

生家
せ い か

及び並倉
なみくら

（竝倉）などは，新進の詩人としての地

位を確立した抒情小曲集『思ひ出』から，田中
た な か

善徳
ぜんとく

の撮影による写真に詩歌を付した遺稿

『水の構圖
こ う ず

』に至るまで，白秋が数多の作品に描き，それらを生み出す原点となった優秀

な風致景観を構成している。白秋は，『思ひ出』において水郷柳河を「静かな廃
はい

市
し

」と呼び，

「さながら水に浮いた灰色の 柩
ひつぎ

」と表現した。白秋の詩作活動の背景には，今や静かに廃

れ行こうとしつつも，なお光彩
こうさい

陸離
り く り

たる郷里柳河の水景への強い懐旧の念があった。 

水郷柳河の掘割の水面とそれらに臨む神社境内の樹叢などは，白秋の詩作の源泉となっ

た優秀な水景の風致を誇ることから，その観賞上の価値及び学術上の価値は高い。 

 

８ 旧
きゅう

藏
くら

内
うち

氏
し

庭
てい

園
えん

【福岡県築上郡築上町】 

旧藏内氏庭園は，福岡・大分県境の筑紫山地に水源を発し，周防灘へ注ぐ城
き

井
い

川
がわ

の左岸

の田園地帯に位置する。藏内氏は江戸時代に庄屋を務めた家柄で，明治中期から昭和中期

にかけて炭鉱及び鉱山の経営により財を成した。庭園を含む現存する屋敷などは，明治中

期から昭和初期にかけて本邸として整えられた。 

庭園は，玄関前の表庭，主庭，３か所の中庭，裏庭の六つの空間から成る。主庭は園池

を中心とし，中島・枯
かれ

滝
たき

石組・築山などを設け，随所に飛び石を打つ。また山
やま

燈
どう

籠
ろう

などの

石燈籠を各所に配置するほか，クロマツ・イヌマキ・カエデ類などの高木，ツツジ類など
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の低木を植えている。また園池北西部には枯流れなどが造られている。 

三つある中庭は，自然石の水汲み場を設け，六角燈籠，飛び石などを配置するもの，短

冊形に加工した石を縦に２列に敷き並べて通路とし，分岐点に円形の切石を用いるものな

ど，多彩な意匠を特徴とする。 

旧藏内氏庭園は九州の炭鉱経営者が造営した代表的な近代庭園の一つであり，芸術上の

価値及び近代日本庭園史における学術上の価値は高い。 

 

９ 平
ひら

戸
ど

領
りょう

地
じ

方
かた

八
は っ

竒
き

勝
しょう

（平戸
ひ ら ど

八景
はっけい

）【長崎県佐世保市】 

潜
せん

龍
りゅう

水
すい

 

大悲観
だいひかん

 

福石山
ふくいしやま

 

平戸藩第１０代藩主の松浦
ま つ ら

熈
ひろむ

（１７９１～１８６７）は，平戸往還（平戸街道）の周辺

に所在する８か所の風景地を選び，弘化４年（１８４７）に「平戸
ひ ら ど

領
りょう

地方
じ か た

八
はっ

竒
き

勝
しょう

」と名

付けた。熈は画工の澤
さ

渡
わたり

廣
ひろ

繁
しげ

に作画を命じ，嘉永元年（１８４８）に解説を付して『平戸

領地方八竒勝図』を完成・刊行させた。島嶼以外の本土の陸地である「地
じ

方
かた

」の中から選

んだ８つの風景地は，書画を通じて一体の風致景観として確立し，近世から近代にかけて

「平戸八景」の呼称の下に多くの旅行者や行楽・参詣の人々が訪れる名所へと発展した。 

髙
たか

巌
いわ

・潜
せん

龍
りゅう

水
すい

・石橋
いしばし

・大悲観
だいひかん

・眼鏡
め が ね

石
いし

・巌屋宮
いわやぐう

・福石山
ふくいしやま

・潮
しお

之
の

目
め

の８か所から成る風景

地のうち，今回指定の対象とするのは３か所である。滝壺から龍が頭を表したように見え

たことから熈が命名した潜龍水，高さ約２２ｍの砂岩の垂直岩面に熈の揮毫
き ご う

による大文字

を彫り込んだ大悲観，間口約６０ｍ，高さ約４ｍ，奥行き約５ｍの砂岩の巨大洞窟に五百

羅漢仏のうちの１４２体が残る福石山である。これらの独特の樹叢・地形から成る一体の

風致景観は，日本人の風景観に大きな影響を与えた八景の発展・定着の過程を示し，観賞

上の価値及び学術上の価値が高い。 

 

１０ 肥後
ひ ご

領内
りょうない

名勝
めいしょう

地
ち

【熊本県上益城郡山都町・八代市・八代郡氷川町・球磨郡球磨村】 

五
ご

郎
ろう

ガ瀧
たき

 

聖
ひじ

リ瀧
だき

 

走
はし

リ水
みず

ノ瀧
たき

 

建
たて

神
がみ

ノ岩
いわ

 

神
こう

ノ瀬
せ

ノ岩屋
い わ や

 

熊本藩主第８代細川
ほそかわ

斉
なり

茲
しげ

（１７５５～１８３５）は，江戸の参勤時に披露するために，
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藩の御抱
おかかえ

絵師
え し

であった矢
や

野
の

良
よし

勝
かつ

と衛藤
え と う

良
よし

行
ゆき

に，領内の滝・渓流・岩石・洞穴など独特の地

形・地質，植生等から成る優秀な風景地を選んで絵巻物に描くことを命じ，計１５巻から

成る『御
おん

国中
くにじゅう

滝
たき

之
の

図
え

』を完成させた。そのうち現在に伝わる１４巻には，滝の景のみなら

ず，その他の山河の風景地を多く含むことから，滝に特化しない『領内
りょうない

名勝
めいしょう

図巻
ず か ん

』の呼

称が普及した。これらの風景地のうち今回指定の対象とするのは，『領内名勝図巻』作成の

契機をもたらした五郎ガ瀧，２条の飛瀑から成る聖リ瀧，緑樹の中に白い飛瀑が垣間見え

る走リ水ノ瀧，幾重もの滝が流れ落ちているように見える絶壁の建神ノ岩，大規模な鍾乳

洞である神ノ瀬ノ岩屋の５か所で，いずれも優秀な風致を誇る。 

『領内名勝図巻』の図像との照合が可能な滝・渓流・岩石・洞穴など独特の地形・地質

から成る肥後領内名勝地は，領内の固有の名所・風景地の顕彰・再発見に努めた近世大名

層の風景観の発展の経緯を示す点で重要であり，一体の風致景観が持つ観賞上の価値及び

学術上の価値は高い。 

 

 

《 天然記念物の新指定 》 １件 

 

１ 甑
こしき

島
しま

長
なが

目
め

の浜
はま

及
およ

び潟
せき

湖
こ

群
ぐん

の植物群落
しょくぶつぐんらく

【鹿児島県薩摩川内市】 
なが

長
め

目の
はま

浜は２代薩
さつ

摩
ま はん

藩
しゆ

主
しま

島
づ

津光久
みつひさ

が「
なが

眺めの浜」と呼んだことが由来とされ，上
かみ

甑
こしき

島
しま

北

部で北から南東方向に伸びる，長さ４ｋｍ，幅４０～１００ｍの
さ

砂
す

州が発達してできた浜

である。上甑島北部にはこの砂州により形成された
せき

潟
こ

湖
ぐん

群（海
かい

跡
せき

湖
こ

群）が分布している。

指定対象は，長目の浜と，北から続く
な ま こ

海鼠
いけ

池，
かい

貝
いけ

池，
くわ

鍬崎
ざきいけ

池の３湖沼，砂州上の植物群落

である。 

砂州上では季節風の影響を受け，北西部から
ふうしよう

風 衝
そう

草
げん

原，
ふうしよう

風 衝
てい

低
ぼく

木
りん

林，低木林と変化し

ている。また，砂州上に
たい

堆
せき

積している
さ

砂
れき

礫の大きさが北側から南東に向かって小さくなり，

海水の
とう

透
すい

水
せい

性の違いで海鼠池，貝池，鍬崎池の順に塩分濃度が低下し，
しよく

植
せい

生もそれに対

応して変化している。海鼠池は
かん

干
まん

満
さ

差や塩分濃度が高く，
てい

汀
せん

線
ぎわ

際にはハマボウ群落を含む
き

汽
すい

水
いき

域植生，その背後の砂州上には，ウバメガシ群落等の風衝低木群落が発達する。貝池

では
でい

泥
しつ

湿
ち

地植生，風衝低木林等が発達している。湖内には嫌気性
けんきせいこう

光
ごう

合
せい

成
さい

細
きん

菌であるクロマ

チウムが生育し注目されている。鍬崎池は干満差がなく，塩分濃度も低く，抽
ちゅう

水
すい

植物群落，
しつ

湿
せい

性
ち

地植生が発達し，希少なハマナツメ群落等の低木林も成立している。このような砂州

上に発達した植物群落は全国的にも少なく，性質の異なった三つの
せき

潟
こ

湖
ぐん

群とともに学術上

貴重である。 
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《特別史跡の追加指定》 ３件 

 

１ 藤
ふじ

原
わら

宮
きゅう

跡
せき

【奈良県橿原市】 

 持統天皇８年（６９４）から和銅３年（７１０）まで営まれた古代の都城跡。藤原京跡

の中心部に位置し，約１ｋｍ四方の区画内に内裏
だ い り

・大極殿
だいごくでん

，役所群が建てられた。今回，

条件の整った部分を追加指定する。 

 

２ 大宰府跡
だ ざ い ふ あ と

【福岡県太宰府市】 

古代において西海道
さいかいどう

諸国（現在の九州）の統括と大陸外交の拠点として設置された役所

跡。天智天皇２年（６６３）の白
はく

村江
すきのえ

の戦いの後，水城や大野城などが築かれ防備が強化

された。政庁は３期の建物変遷が判明している。今回，来
らい

木
き

地区で条件の整った部分を追

加指定する。 

 

３ 水城跡
みずきあと

【福岡県太宰府市・大野城市・春日市】 

天智天皇３年（６６４），唐・新羅の侵攻に備えて大宰府防衛のため築造された防御施

設。全長約１.２ｋｍに及ぶ土塁と濠からなり，古代の軍事を知る上で貴重である。今回，

条件の整った部分を追加指定する。 

 

 

《特別史跡及び特別天然記念物の追加指定》 １件 

 

１ 日光
にっこう

杉並木
すぎなみき

街道
かいどう

附
つけたり

並木
な み き

寄進碑
き し ん ひ

【栃木県日光市・鹿沼市】 

 日光東照宮への参詣道として江戸時代初期に整備された街道。杉の植栽は松平正綱によ

って行われ，慶安元年（１６４８）に東照宮に寄進された。杉の樹根を保護するため継続

して追加指定を行っており，今回も条件が整った地点を追加指定する。 

 

 

《史跡の追加指定及び名称変更》 １件 

 

１ 古市
ふるいち

古墳群
こふんぐん

【大阪府藤井寺市・羽曳野市】 

古室山
こむろやま

古墳
こ ふ ん
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赤面山
せきめんやま

古墳
こ ふ ん

 

大鳥塚
おおとりづか

古墳
こ ふ ん

 

助太山
すけたやま

古墳
こ ふ ん

 

鍋
なべ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

城山
しろやま

古墳
こ ふ ん

 

峯
みね

ヶ
が

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

墓山
はかやま

古墳
こ ふ ん

 

野中
の な か

古墳
こ ふ ん

 

応
おう

神
じん

天皇
てんのう

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

外
がい

濠
ごう

外堤
がいてい

 

鉢
はち

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

はざみ山
やま

古墳
こ ふ ん

 

青山
あおやま

古墳
こ ふ ん

 

蕃所山
ばんしよやま

古墳
こ ふ ん

 

稲荷
い な り

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

東山
ひがしやま

古墳
こ ふ ん

 

割
わり

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

唐
から

櫃山
と や ま

古墳
こ ふ ん

 

    ↑ 

（旧名称） 

古市
ふるいち

古墳群
こふんぐん

 

古室山
こむろやま

古墳
こ ふ ん

 

赤面山
せきめんやま

古墳
こ ふ ん

 

大鳥塚
おおとりづか

古墳
こ ふ ん

 

助太山
すけたやま

古墳
こ ふ ん

 

鍋
なべ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

城山
しろやま

古墳
こ ふ ん

 

峯
みね

ヶ
が

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

墓山
はかやま

古墳
こ ふ ん

 

野中
の な か

古墳
こ ふ ん

 

応
おう

神
じん

天皇
てんのう

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

外
がい

濠
ごう

外堤
がいてい

 

鉢
はち

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

はざみ山
やま

古墳
こ ふ ん
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青山
あおやま

古墳
こ ふ ん

 

蕃所山
ばんしよやま

古墳
こ ふ ん

 

稲荷
い な り

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

東山
ひがしやま

古墳
こ ふ ん

 

割
わり

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

 ４世紀後半から６世紀中葉にかけて形成された古墳群であり，当時の政治的・社会的構

造を如実に示す希有な事例。今回，唐櫃山古墳を新たに追加指定すると共に，既指定の城

山古墳において，条件の整った地点を追加指定する。 

 

 

《史跡の追加指定 》 １７件 

１ 松前
まつまえ

氏
し

城跡
しろあと

【北海道松前郡松前町・檜山郡厚沢部町】 

福山
ふくやま

城
じょう

跡
あと

 

館
たて

城
じょう

跡
あと

 

松前氏の居城福山城跡と，明治元年に築城された館城跡からなる遺跡。福山城は安政元

年（１８５４）に完成した石垣を有する城跡で，蝦夷地
え ぞ ち

近海に出没する外国船を打ち払う

ための台場を有する。明治元年の箱館戦争の激戦地となった。今回，福山城跡の北東部に

ある石垣を追加指定する。 

 

２ 二
ふた

ツ森
もり

貝塚
かいづか

【青森県上北郡七戸町】 

明治時代から発掘調査が行われた著名な貝塚であり，縄文時代前期前葉から中期末葉に

かけて貝塚を伴う集落の構造と変遷が明確にたどれる，東北北部を代表する大規模な集落

遺跡。今回条件が整った部分を追加指定する。 

 

３ 胆
い

沢
さわ

城
じょう

跡
あと

【岩手県奥州市】 

坂上田村麻呂により造営された軍事・行政の拠点となった城柵。東北経営
けいえい

のための鎮守

府が置かれた。政庁を中心とする方八丁地区と，南方の官人層の居館と推定される伯済寺
はくさいじ

遺

跡地区からなる。今回，外郭南門から南へ延びる南大路の一部を追加指定する。 
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４ 根岸
ね ぎ し

官衙
か ん が

遺跡群
いせきぐん

【福島県いわき市】 

古代の陸奥国磐城郡の拠点である磐城郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）跡と考えられる根岸遺跡と関連寺院

である夏井廃寺跡からなる遺跡群。根岸遺跡では郡庁院，正倉院，豪族居館跡が，夏井廃

寺跡では金堂，塔が見つかっている。今回，条件の整った部分を追加指定する。 

 

５ 下野
しもつけ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

跡
あと

【栃木県下野市】 

聖武天皇の詔によって全国に置かれた国分寺のひとつ。発掘調査により，４期にわたる

変遷が明らかとされている。今回，伽藍地南西に隣接し，寺院地を画する南区画溝を含む

敷地を追加指定する。 

 

６ 里見
さ と み

氏
し

城跡
しろあと

【千葉県南房総市・館山市】 

稲村
いなむら

城跡
じょうあと

 

岡本
おかもと

城跡
じょうあと

 

房総半島南部を拠点とした戦国大名である里見氏の城跡。１６世紀前半に拠点となった

稲村城跡と，１６世紀後半に拠点となった岡本城跡からなる。今回，岡本城跡の西側，湊

の機能を有する郭の一角を追加指定する。 

 

７ 深大寺
じんだいじ

城跡
じょうあと

【東京都調布市】 

１６世紀前半，南関東における北条・上杉氏攻防のなかで上杉方によって作られた城跡。

三つの郭を直線上に配する構造。北条氏による改変を受けず，上杉氏系の築城技術を残す

希少な城跡である。関東における戦国大名の攻防及び城郭の変遷を知る上で貴重。今回条

件が整った部分を追加指定する。 

 

８ 高ヶ坂
こうがさか

石器
せ っ き

時代
じ だ い

遺跡
い せ き

【東京都町田市】 

 大正１４年に，日本で初めて縄文時代の建物遺構が確認された遺跡。外周に石が立てら

れ中央部に石組炉が配置された敷石建物遺構が検出されている。縄文時代遺跡の保護の歴

史を考える上でも重要であり，今回条件が整った部分を追加指定する。 

 

９ 佐渡
さ ど

金銀山
きんぎんざん

遺跡
い せ き

【新潟県佐渡市】 

近世から近代の我が国を代表する金銀山遺跡。佐渡奉行所跡，道遊
どうゆう

の割
わり

戸
と

，鶴子
つ る し

銀山跡，

石切場跡，大立竪坑
おおだてたてこう

跡等の遺跡からなる。今回，父
てて

の割戸をはじめとする近世の露頭掘跡，

間
ま

歩
ぶ

跡
あと

が数多く残る相川金銀山跡を追加指定する。 
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１０ 松
まつ

本城
もとじょう

【長野県松本市】 

 武田氏滅亡後，小笠原氏や石川氏によって近世城郭としての整備がなされた，国宝天守

を有する松本藩の藩庁である。今回追加指定する南外堀西側と西外堀で，条件の整った部

分を追加指定する。 

 

１１ 恭
く

仁宮
にきゅう

跡
せき

（山城
やましろ

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

）【京都府木津川市】 

奈良時代の天平１２年（７４０）から同１６年まで置かれた都の跡。廃都後は山城国分

寺として利用された。昭和４８年以降の継続的な発掘調査によって，朝堂院や内裏，大極

殿院の区画等が判明した。今回，条件の整った部分を追加指定する。 

 

１２ 加茂
か も

遺跡
い せ き

【兵庫県川西市】 

近畿において，学史的にも重要な弥生時代中期を中心とする環濠集落。環濠内に，塀で

囲まれた大型掘立柱建物が検出されている。弥生時代中期の環濠集落の構造を知る上で重

要である。条件の整った部分を追加指定する。  

 

１３ 与
よう

楽
らく

古墳群
こふんぐん

【奈良県高市郡高取町】 

与
よう

楽
らく

鑵子塚
かんすづか

古墳
こ ふ ん

 

与
よう

楽
らく

カンジョ古墳
こ ふ ん

 

寺崎白壁塚古墳
てらさきしらかべづかこふん

 

奈良県南部に６世紀後半から７世紀前半にかけて築造された３基の古墳群。古墳時代後

期・終末期の奈良県において卓越した内容をもつ首長墓であり，古墳の墳形及び埋葬施設

の構造の変遷をたどれるとともに，当時の渡来系氏族の政治的・経済的地位の一端を知る

上で重要。条件の整った部分を追加指定する。 

 

１４ 法華寺
ほ っ け じ

旧境内
きゅうけいだい

【奈良県奈良市】 

法華寺
ほ っ け じ

境内
けいだい

 

阿弥陀
あ み だ

浄土院
じょうどいん

跡
あと

 

天平１７年（７４５）に光明皇后がその邸宅を宮寺とし，まもなく「法華
ほ っ け

滅罪之寺
めつざいのてら

」と

されたことに始まる古代寺院。法華寺現境内と，光明皇后追善のため造営された阿弥陀浄

土院からなる。今回，阿弥陀浄土院跡に隣接する東二坊
ひがしにぼう

坊間
ぼうかん

路
じ

部分を追加指定する。 
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１５ 藤原京跡
ふじわらきょうあと

【奈良県橿原市】 

朱雀大路跡
すざくおおじあと

 

左京
さきょう

七条一
しちじょういち

・二坊
に ぼ う

跡
あと

 

右京
うきょう

七条一坊
しちじょういちぼう

跡
あと

 

持統天皇８年（６９４）から和銅３年（７１０）まで営まれた古代の都城跡。中心にあ

る藤原宮跡は特別史跡となっている。朱雀大路跡は宮の正門である朱雀門から南へ延びる

道路跡で，それを境に西側を右京，東側を左京に区分する。今回，左京七条一坊跡で条件

の整った部分を追加指定する。 

 

１６ 小郡官衙
おごおりかんが

遺跡群
いせきぐん

【福岡県小郡市】 

小郡官衙
おごおりかんが

遺跡
い せ き

 

上岩田
かみいわた

遺跡
い せ き

 

 ７世紀の地方行政組織の役所跡としての上岩田遺跡と，そこから西方２．１ｋｍに位置

する，８世紀の筑後
ち く ご

国
のくに

御原
み は ら

郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）跡に比定される小郡官衙遺跡からなる遺跡群であ

る。今回，小郡官衙遺跡の北側で条件の整った部分を追加指定する。 

 

１７ 鹿児島
か ご し ま

紡績所
ぼうせきじょ

跡
あと

【鹿児島県鹿児島市】 

慶応３年（１８６７）創業の日本最初の洋式紡績工場。石造平屋建ての工場跡や，技術

者として招聘された英国人技師宿舎の建物（技師館）が現存する。幕末明治初頭の産業を

知る上で重要。今回，技師館に隣接する条件の整った部分を追加指定する。 

 

 

《名勝の追加指定及び名称変更》 １件 

 

１ おくのほそ道
みち

の風景地
ふうけいち

 

草加
そ う か

松原
まつばら

 

ガンマンガ淵
ふち

（慈雲寺
じ う ん じ

境内
けいだい

） 

八幡宮
はちまんぐう

（那須
な す

神社
じんじゃ

境内
けいだい

） 

殺生石
せっしょうせき

 

遊行
ゆぎょう

柳
やなぎ

（清
し

水
みず

流
なが

るゝの柳
やなぎ

） 

黒塚
くろづか

の岩屋
い わ や

 

武隈
たけくま

の松
まつ
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つゝじが岡
おか

及
およ

び天神
てんじん

の御
み

社
やしろ

 

木
き

の下
した

及
およ

び薬師
や く し

堂
どう

 

壺 碑
つぼのいしぶみ

（つぼの石
いし

ぶみ） 

興
おき

井
のい

 

末
すえ

の松山
まつやま

 

籬
まがき

が島
しま

 

金鶏山
きんけいさん

 

高館
たかだち

 

さくら山
やま

 

本合
もとあい

海
かい

 

三崎
み さ き

（大師
だ い し

崎
ざき

） 

象潟
きさかた

及
およ

び汐越
しおこし

 

親
おや

しらず 

有磯海
ありそうみ

（女岩
め い わ

） 

那谷寺
な た で ら

境内
けいだい

（奇石
き せ き

） 

道明
どうめい

が淵
ふち

（山中
やまなか

の温泉
い で ゆ

） 

大垣
おおがき

船町
ふなまち

川
がわ

湊
みなと

 

    ↑ 

  （旧名称） 

おくのほそ道の風景地 

草加
そ う か

松原
まつばら

 

ガンマンガ
が ん ま ん が

淵
ふち

（慈雲寺
じ う ん じ

境内
けいだい

） 

八幡宮
はちまんぐう

（那須
な す

神社
じんじゃ

境内
けいだい

） 

殺生石
せっしょうせき

 

黒塚
くろづか

の岩屋
い わ や

 

武隈
たけくま

の松
まつ

 

壺 碑
つぼのいしぶみ

（つぼの石
いし

ぶみ） 

興
おき

井
のい

 

末
すえ

の松山
まつやま

 

籬
まがき

が島
しま

 

金鶏山
きんけいさん
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高館
たかだち

 

本合
もとあい

海
かい

 

象潟
きさかた

及
およ

び汐越
しおこし

 

親
おや

しらず 

有磯海
ありそうみ

（女岩
め い わ

） 

那谷寺
な た で ら

境内
けいだい

（奇石
き せ き

） 

大垣
おおがき

船町
ふなまち

川
かわ

湊
みなと

 

【埼玉県草加市，栃木県日光市・大田原市・那須郡那須町，福島県二本松市， 

宮城県岩沼市・仙台市・多賀城市・塩竈市，岩手県西磐井郡平泉町，山形県新庄市・ 

飽海郡遊佐
ゆ ざ

町
まち

，秋田県にかほ市，新潟県糸魚川市，富山県高岡市，石川県小松市・加賀市，

岐阜県大垣市】 

歌枕の名所及び由緒地を訪ねて東北・北陸地方を旅した松尾芭蕉が，自らの俳句を織り

交ぜて紀行文学として編んだ『おくのほそ道』に登場する一群の風致景観。ひとつの作品

を通じて後世の人々の風景観に影響を与え続け，相互の繋がりのあるものとして評価すべ

き一体の風致景観である。 

今なお当時の雰囲気を継承し，その風景を偲ぶよすがとなる場所を対象として，遊行柳

（清水流るゝの柳），つゝじが岡及び天神の御社，木の下及び薬師堂，さくら山，三崎（大

師崎），道明が淵（山中の温泉）の６か所をはじめ，既に指定されている象潟及び汐越に条

件が整った部分を追加指定する。 

 

 

《天然記念物の追加指定》 １件 

 

１ 姉帯
あねたい

小鳥谷
こ ず や

根
ね

反
そり

の珪化
け い か

木
ぼく

地帯
ち た い

【岩手県二戸郡一戸町】 

約１，７００万年前の火山
か ざ ん

泥流
でいりゅう

により地層中に埋没したメタセコイヤなどの樹木の組織

が，珪酸分
けいさんぶん

に置き換えらた植物化石である。河床の侵食により新たに最大１３．５ｍのも

のを含む珪化木が多数発見されたため，根
ね

反川
そりがわ

の上流部２，９１５ｍを追加指定する。 
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登録記念物への登録 
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《 登録記念物（遺跡関係）の新登録 》 １件 

 

１ 平敷屋
へ し き や

製糖
せいとう

工場
こうじょう

跡
あと

【沖縄県うるま市】  

 平敷屋製糖工場は，昭和１５年（１９４０），勝連平敷屋地域の１１組の旧サーター

ヤー組が合併して新設された共同製糖工場であり，沖縄本島中部の東海岸に面する勝連

半島先端の南側，丘陵斜面地に位置する。昭和戦前期の沖縄では，甘蔗
かんしょ

圧搾
あっさく

に畜力
ちくりょく

を用

いる伝統的な在来製糖場と，機械を用いる改良製糖場が共存していた。また，昭和３年

（１９２８）以降，共同製糖場を新設する製糖組合に対し補助金が交付されるようにな

り，共同製糖場設立が促進された。そうした背景のもと，蒸気を原動力とし，共同製糖

場の経営方式をとる平敷屋製糖工場が設立された。『平敷屋字誌』等によれば，工場建

物は南向きで，その前面に３基の煙突が立ち，煙突の一つは蒸気機関（４５馬力）のボ

イラーにつながり，燃料には石炭を使用したとされる。昭和１９年（１９４４）１０月

の那覇空襲以降，工場は操業できず，その後，米軍の攻撃により破壊された。現在，工

場跡には煙突１基，貯水槽１基が残存する。煙突は煉瓦造，高さ１６．３ｍ，煙突表面

に銃痕が残るが保存状態は良好である。貯水槽はコンクリート造，深さ約３．０ｍであ

る。戦前の沖縄の製糖業の歴史と技術の展開を考える上で価値のある遺跡である。 

 

《 登録記念物（名勝地関係）の新登録 》 ４件 

 

１ 南昌荘庭園
なんしょうそうていえん

【岩手県盛岡市】 

南昌荘は，実業家瀬川
せ が わ

安五郎
やすごろう

邸宅として明治１８年（１８８５）に盛岡市街地の南，北

上川左岸の河岸段丘上に建設され，庭園は明治２０年までに盛岡の庭師が作庭したと伝わ

る。庭園は主屋の南側に位置し，主屋から池泉の広がる南東部に向かって緩やかに傾斜す

る地形を巧みに取り入れ，主屋内の中二階に庭園全体を見渡せる「南昌
なんしょう

の間
ま

」を配置する

ことで，着座観賞を重視した設計となっている。池泉は周囲に巡らされた園路により周遊

が可能で，西池側の園路上には茶室「幽
ゆう

泉
せん

」が組み込まれている。主屋前の平場には作庭

時の庭園を描いた『盛岡市
もりおかし

実地
じ っ ち

明細図
めいさいず

』（明治２７年発行）にも見られる高砂
たかさご

松
まつ

が植栽さ

れている。明治末期と昭和初期に主屋の増改築や庭園に手が加えられたが『盛岡市実地明

細図』に描かれた作庭時の空間構成が良好に残されている。 

本庭園は，池泉周遊と主屋からの着座という異なる観賞方法に基づく作庭時の空間構成

を良好に残し，現在も市民による文化活動の場として活用されるなど，近代以降，現在に

至るまで盛岡地方の造園文化の発展に寄与してきた意義深い事例である。 



34 

 

２ 旧
きゅう

成
なり

清
きよ

博
ひろ

愛
え

別
べっ

邸
てい

庭
てい

園
えん

（的
てき

山
ざん

荘
そう

庭
てい

園
えん

）【大分県速見郡日出町】 

馬上
ばじょう

金山
きんざん

（大分県杵築市
き つ き し

山香町
やまがまち

）の開発・経営により財を成した成清博愛（１８６４～

１９１６）は，大正初期に別府湾に臨む旧日出
ひ じ

城
じょう

三の丸跡の高台に別邸を構え，木造数寄

屋風の建築群及び独特の意匠・構成の庭園を造った。昭和３９年（１９６４）には，「鉱山

を当てる」の意味を持つ博愛の雅号「的山」に因んで孫の信
のぶ

輔
すけ

が「的山荘」と名付けて料

亭を開業し，それ以来，庭園は「的山荘庭園」として知られるようになった。 

主屋・離れ棟の座敷周囲に鉢前
はちまえ

を設けて飛石を配置した書院庭，傾斜面に造られた段畑

状の石積み，芝生地及びコンクリート・景石を組み合わせた流れ・池泉，借景とした別府

湾及び対岸の高崎山等の山容などに，本庭園の意匠・構成の特質が見られる。 

大正期の庭園に見る共通の特質及び立地を生かした独特の意匠・構成を示し，鉱山経営

の拠点として造営の社会背景にも特質がうかがえることから，別府地方の造園文化の発展

に寄与した意義深い事例である。 

 

３ 旧
きゅう

報
ほ う

恩
お ん

寺
じ

庭
て い

園
え ん

【宮崎県日南市】 

旧
きゅう

報
ほう

恩
おん

寺
じ

庭園は日南市内を流れる酒
さか

谷
たに

川
がわ

の右岸，飫
お

肥
び

城下町の外側に位置する。報恩寺

は飫肥藩主伊東氏の菩提寺で，天正１６年（１５８８）に飫肥に入った初代藩主伊東祐
すけ

兵
たけ

に

よって創建された臨済宗の寺院であった。明治５年（１８７２）に廃絶したが，その後飫

肥藩士族によって板
いた

敷
じき

村に祀られていた伊東氏の氏神八幡社が遷され五
い

百
お

禩
し

神社となっ

た。 

庭園は，東西に延びる現社殿の軸線上の南側に位置し，急傾斜の露出した溶結凝灰岩の

岩盤及びその裾に広がる細長い園池を中心とする。飫肥地区の溶結凝灰岩はシラスが固ま

ったもので，飫肥石と呼ばれる。岩盤の高さは１５ｍほどあり，そこに立石，三連の石橋

などが配され，主要な景を成す。特に，立地を活かして岩盤に架けられた石橋は，独特の

景観を形成している。 

飫肥藩主の菩提寺に地形を活かして造られた旧報恩寺庭園は，その独自の意匠をよく伝

え，近世の南九州地方の造園文化の発展に寄与した意義深い事例である。 

 

４ 旧
きゅう

伊
い

東
とう

伝
でん

左
ざ

衛
え

門
もん

庭
てい

園
えん

【宮崎県日南市】 

旧伊東伝左衛門庭園は，日南市内を流れる酒谷川左岸の飫肥城下町の中でも，上級藩士

の居住区である十文字地区に位置する。伊東氏は飫肥藩主の係累で，代々家老職を務めた。 

 高台上に位置する敷地の周囲には飫肥石を用いた石垣が巡り，その上は生垣となってい

る。石垣の上を生垣とするのは飫肥藩の武家屋敷に一般的に見られ，それらの多くが現在
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まで伝えられている。 

 主屋及び庭園は敷地の南東部分に造られており，表座敷からの観賞を主とする。敷地の

南東隅部を利用して土塁状の築山が鉤型
かぎがた

に造られ，枯滝石組み，枯流れ，石の反橋，平場

から築山上部へと続く飛び石の園路，石燈籠などが配されている。また，植栽の中心とな

っているソテツの根元，築山の裾全体に石が組まれている。築山を越えて庭園の外には東

から南へ展開する山並みを望むことができる。 

 旧伊東伝左衛門庭園は，飫肥城下に造られた上級藩士の庭園の様子をよく伝え，近世の

南九州地方における造園文化の発展に寄与した意義深い事例である。 
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重要文化的景観の選定等 
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《 重要文化的景観の新選定 》 ３件 

 

１ 小菅
こ す げ

の里
さと

及
およ

び小菅山
こ す げ さ ん

の文化的
ぶ ん か て き

景観
けいかん

【長野県飯山市】 

 小菅は，長野県北部の飯山盆地東縁に営まれる集落で，小菅山山麓の緩斜面上に広がる。

集落を囲む山々ではブナ群落・ナラ群落等が卓越しており，それらはかつて薪炭材等に利

用されたほか，集落内でもカツラ・ケヤキなどの樹木が植えられており，小菅神社の例大

祭である「小菅の柱
はしら

松
まつ

行事」に用いられている。 

 小菅山は７世紀前半に遡る修験
しゅげん

の山であり，戦国時代には北信から上越に及ぶ信仰圏を

誇ったとされる。小菅神社の直線的な参道の両側に方形の区画を持つ坊院群が密集する古

絵図が伝わっており，現在も，当地で産出する安山岩を用いた石積み等で区画された地割

が，居住地及び耕作地として継承されている。 

 小菅では，山体崩壊により生じた湧水等を居住地に引き込み，カワ又はタネと称する池

で受け，洗いもの・消雪等に利用している。また，集落北方の北竜
ほくりゅう

湖
こ

から用水を引き，居

住地背後の水田・畑地の灌漑に利用している。水路の維持・管理など集落の共同作業はオ

テンマと称し，地域共同体の紐帯として機能している。 

 このように，小菅の里及び小菅山の文化的景観は，小菅山及びその参道沿いに展開した

計画的な地割を持つ集落景観で，カワ又はタネと称する水利が特徴的な文化的景観である。 

 

２ 大溝
おおみぞ

の水辺
み ず べ

景観
けいかん

【滋賀県高島市】 

 大溝は琵琶湖北西岸で営まれる集落で，集落南部には湖岸砂州により琵琶湖と隔てられ

た内湖
な い こ

の乙女ヶ池
お と め が い け

が広がる。大溝は，古代北陸道の三尾
み お

駅及び湖上交通の主要湊である勝
かつ

野津
の つ

が比定される交通の要衝として機能してきた。戦国時代から江戸時代にかけて大溝城

及び城下町が整えられ，乙女ヶ池と琵琶湖との間の砂州上に打下
うちおろし

集落が置かれた。明治初

期の蒸気船就航，昭和初期の鉄道敷設など大溝を取り巻く交通事情は変化してきたが，旧

街道沿いに列
れっ

村
そん

形態を成す集落構造は現在も継承されている。 

 大溝の旧城下町区域では，近世に遡る古式上水道が現在も利用されている。水源地と高

低差がない勝野井戸組合では埋設した水道管で各戸に配水し，大溝西側の山麓に水源を持

つ日吉山
ひよしやま

水道組合では，分水のためにタチアガリと呼ばれる施設を設けている。他方で，

打下集落では琵琶湖側に高波・浸水防止のための石垣を築いた。水草が繁茂する乙女ヶ池

には水田地先の個人所有地と水草の刈取りを入札で決めた共有地があり，琵琶湖内湖の共

同利用の在り方がわかる。 

 このように，大溝の水辺景観は，中・近世に遡る大溝城及びその城下町の空間構造を現
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在も継承する景観地で，琵琶湖及び内湖の水又は山麓の湧水を巧みに用いて生活・生業を

営むことによって形成された文化的景観である。 

 

３ 三角
み す み

浦
うら

の文化的
ぶ ん か て き

景観
けいかん

【熊本県宇城市】 

 三角浦の文化的景観は熊本県中西部に位置し，三角ノ瀬戸に面して展開する。三角ノ瀬

戸は水深が深く，湾内は比較的穏やかで暴風・波浪等の影響を受けにくいことから，古代

より八代
やつしろ

海
かい

と島原湾とを結ぶ南北方向及び九州内陸部と天草諸島とを結ぶ東西方向の流

通・往来の結節点として機能してきた。 

 三角ノ瀬戸は変化に富んだ海岸地形を成しており，戦国時代に島津氏家老の上井
う わ い

覚兼
かくけん

が

和歌を詠むなど古くからの景勝地として知られてきた。近代になると小泉
こいずみ

八雲
や く も

など文人墨

客が文学の舞台としたほか，熊本を本拠とする第六師団の保養地に指定され，現在も別荘

が立地するなど，三角浦は保養都市として機能してきた。 

 また，明治２０年（１８８７）に内務省雇いのオランダ人技師ムルデルの設計により近

代港湾が建設され，三角港は屈指の拠点港として隆盛した。築港と同時に計画的な市街地

が整えられ，商業地区及び司法・行政地区等が設置された。道路・水路等から成る建設当

初の都市構造を現在まで継承しながら，三角浦は港湾都市として機能してきた。 

 このように，三角浦の文化的景観は，保養都市及び特に近代以降に大きく発展した港湾

都市という２つの都市機能が複合した文化的景観である。 

 

 

《 重要文化的景観の追加選定及び一部解除》 １件 

 

１ 宮津
み や づ

天橋立
あまのはしだて

の文化的
ぶ ん か て き

景観
けいかん

【京都府宮津市】 

古代から丹後地方の中心地であるとともに，信仰地・景勝地として機能してきた文化的

景観。今回，智
ち

恩寺
お ん じ

を核とした天橋立信仰の中心地で，近世の四軒
し け ん

茶屋
ち ゃ や

に遡る観光の中心

地である文
もん

珠
じゅ

地区を追加選定するとともに，市町境の変更に伴い，選定区域を一部解除し，

新たに市域となった区域を追加選定する。 
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《 重要文化的景観の追加選定 》 １件 

 

１ 一関本寺
いちのせきほんでら

の農村
のうそん

景観
けいかん

【岩手県一関市】 

中世平泉の中尊寺
ちゅうそんじ

経蔵
きょうぞう

別
べつ

当領
とうりょう

に関係する骨
ほね

寺村
てらむら

荘園
しょうえん

遺跡の諸要素が良好に遺存する

とともに，近世・近代を通じて継続的に営まれてきた稲作，近代に始まった炭焼きなどの

農林業を通じて，緩やかに発展を遂げた岩手県南地方の優秀な農村の文化的景観を示す区

域である。今回は条件が整った範囲を追加選定する。 

 

 


